
　
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
月
　
日
（
金
）か
ら
「
人
間
国
宝
 土
屋
順

10

14

紀
 紋
紗
─
美
濃
を
織
る
」
展
が
始
ま
り
ま

す
。
土
屋
 順
紀
 さ
ん
は
、

よ
し
の
り

「
 紋
紗
 」
に
よ
り
昨

も
ん
し
ゃ

年
関
市
で
初
め
て
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者
（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
認
定
を
記
念
し
て
、
土
屋
順
紀
さ
ん
の

作
品
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
土
屋
順
紀
さ
ん
は
、
関
市
に
生
ま
れ
育

ち
、
現
在
も
地
元
で
制
作
活
動
を
す
る
染
織

家
で
す
。
京
都
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
人

間
国
宝
・
志
村
ふ
く
み
さ
ん
か
ら
植
物
染
色

の
色
の
魅
力
を
学
び
、
1
9
8
1
年
に
は
独

立
し
、
関
市
に
工
房
を
構
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
羅
と
経
織
の
人
間
国
宝
・
北
村
武
資
さ

ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
織
の
技
法
を
学
び
、
植
物

染
料
を
生
か
し
な
が
ら
、
ぼ
か
し
の
経
絣
と

紋
紗
織
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
織
物
を
創
作

し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
郷
土
の
自
然
環
境
を
生
か
し
て
表
現
活
動

を
続
け
る
土
屋
順
紀
さ
ん
。
創
作
テ
ー
マ
に

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
関
市
の
豊
か
な
自
然
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
第
　
回
日

43

本
伝
統
工
芸
展
で
日
本
工
芸
会
総
裁
賞
を
受

賞
し
た
作
品
で
、
鮎
の
名
所
で
あ
る
長
良
川

の
流
れ
を
表
現
し
た
《
 生
絹
 着
物
「
鮎
の

す
ず
し

瀬
」》、
第
　
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
文
部
科

53

学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
作
品
《
紋
紗
着
物
「
月

下
渓
韻
」》
な
ど
、
代
表
的
な
作
品
と
と
も

に
、
新
作
を
展
示
し
ま

す
。

煙
会
期
…
　
月
　
日
（
金
）～
　
月
　
日
（
水
・

10

14

11

23

祝
）

※
期
間
中
の
　
月
１
日
（
火
）か
ら
一
部
展
示

11

替
え
を
行
い
ま
す
。 

煙
入
館
料
…
高
校
生
以
上
3
0
0
円
、
中
学

生
以
下
無
料

煙
休
館
日
…
月
曜
日
（
休
日
を
除
く
）、
休
日

の
翌
日
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

煙
開
館
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後
4
時
　
分
30

◆
関
連
企
画
…
「
土
屋
順
紀
講
演
会
」　
月
　

10

22

日
（
土
）午
後
1
時
　
分
～
　
わ
か
く
さ
・

30

プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

◆
同
時
開
催
…
「
染
・
織
の
魅
力
～
紋
紗
の

制
作
技
法
を
追
う
～
」
展
　
　
月
　
日

10

14

（
金
）～
　
月
　
日
（
水
・
祝
）
午
前
9
時
～

11

23

午
後
5
時
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習

情
報
館
１
階
・
特
別
陳
列
室
」【
観
覧
無
料
】

煙
照
会
先
…
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
市
役
所

7
階
）
緯
姥
7
7
5
6

「人間国宝 土屋順紀 紋紗─美濃を織る」
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第五十三回日本伝統工芸展  第五十三回日本伝統工芸展　　文部科学大臣賞文部科学大臣賞

紋紗着物「月下渓韻」 土屋順　　　　　　　　　　　　紋紗着物「月下渓韻」　土屋順紀紀

前売券発売中
○価　　格　　大人（高校生以上）　前売り250円
○販売期間　　10月13日（木）まで
○販売窓口　　篠田桃紅美術空間、関市文化会館、文化財保護センター（武芸

川事務所内）、岐阜現代美術館
　　　　　　　


